
 

 
 

2023 年 5 ⽉ 25 ⽇ 
GOGEN 株式会社 

GOGEN 株式会社（本社︓東京都港区、代表取締役 CEO︓和⽥浩明）は、不動産売買に特化した本⼈確認
サービス「Release(レリーズ)本⼈確認、以下︓レリーズ本⼈確認」をリリースしましたのでお知らせします。 

レリーズ本⼈確認は、⾝分証の写しの取得、本⼈確認記録の⾃動作成、データの⼀元管理など、犯罪収益移転防
⽌法に準拠した本⼈確認をワンストップでデジタル化するのみに留まらず、⾝分証のマスキング処理や、取得データを活⽤
した反社チェックの実施など、不動産売買取引における本⼈確認業務全般の効率化・⾼度化を実現するサービスです。
なお、本サービスの機能の⼀部は、オンライン本⼈確認/eKYC を提供する株式会社 TRUSTDOCK（本社︓東京都
千代⽥区、代表取締役︓千葉 孝浩、以下 TRUSTDOCK）との連携により提供いたします。 

本サービスは、2022 年 8 ⽉にサービスをリリースした、不動産売買に特化した電⼦契約サービス「Release（レリー
ズ）、以下︓レリーズ電⼦契約」に次いで、当社が企画・開発する不動産売買に特化した SaaS となります。当社は今
後も「レリーズ」シリーズを通じて、不動産売買の DX 推進やお客さまの購⼊体験向上を実現すべく邁進してまいります。 

        サービス HP︓https://release.estate/kyc  
 
■開発の背景 
 犯罪収益移転防⽌法が 2008 年 3 ⽉に全⾯施⾏されて以後、不動産売買取引業においても本⼈確認や本⼈確
認記録の作成が厳格化し重要業務となっています。⼀⽅で、2020 年 10 ⽉の健康保険法等の改正により、保険証の
写しを取得する際に⼀部にマスキング処理を施すことが義務化され、転記や保管作業のミスといったその他の課題と合わ
せ、本⼈確認業務の負荷は⼀層⾼いものとなっています。また、マイナンバーカードの申請受付数が 9,600万件を超え
たことで、今後はマイナンバーカードを⽤いた本⼈確認が⼀般化し、本⼈確認のデジタル対応需要が⾼まることも予測され
ます。以上の状況を踏まえ、不動産売買取引における本⼈確認業務を最新のデジタル技術を活⽤してアップデートするこ
とは、不動産事業者にとっての業務効率化・取引における安全性向上の実現に加えて、お客様にも円滑で安⼼な取引
体験を提供する有効な⼿段であると考え、今般業界特化型の本⼈確認サービスの開発に⾄りました。 
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不動産売買に特化した本⼈確認サービス「Release（レリーズ） 本⼈確認」をリリース 
DX・マイナンバーカード時代に対応した新しい本⼈確認プロセスを提供 

〜本⼈確認業務のデジタル化・⾃動化による安全かつスピーディーな不動産取引の実現へ〜 



 

 
 

■基本的な機能の流れ 
 スマートフォンやタブレットを使って⾝分証の撮影・読取をするだけで、本⼈確認データを⾃動で取得することができ、取得
した情報は本⼈確認記録としてクラウド上に安全に保管されます。これにより、これまでの不動産取引フローを変えることな
く、コピー・スキャン・マスキングなどアナログ対応だったものを簡単にデジタル化することができます。営業現場はスマホやタブ
レット⼀台で作業を完結し、管理部⾨は取得データを瞬時に管理画⾯で確認可能となるため、営業部と管理部の部⾨
間のタイムラグや⼿間が解消され、効率的な本⼈確認プロセスが実現します。さらに、犯罪収益移転防⽌法に準拠した
本⼈確認記録が⾃動⽣成されるため、コンプライアンスも確保されます。 
 

 
 
 ⾝分証データの取得⽅法について、画像撮影、マイナンバーカードの IC チップ読取による⽅法に加えて、メールでリンク
を送付しご⾃宅等でお客様ご⾃⾝のスマホ等で画像撮影を⾏う⽅法（eKYC・⾮対⾯）も選択が可能です。マイナンバ
ーカード、運転免許証、パスポート、保険証（マスキング実施）、在留カード、住⺠基本台帳、特別永住者証明書、運
転経歴証明書、などの主要な⾝分証に対応するほか、記載以外の⾝分証や、法⼈や代理⼈の本⼈確認を⾏うケース
にも対応しております。 

 
 

 



 

 
 

■特徴的な機能 
1. 本⼈確認記録(犯罪収益移転防⽌法準拠)の⾃動作成︓取引の⽬的や職業など記録が必要な項⽬をリスト
選択で予め設定・取得することが可能です。確認記録は「公益財団法⼈ 不動産流通推進センター」の推奨書
式に準拠した形に変換して PDF 出⼒することも可能です。 
 

2. 反社チェック︓取得データを⽤いて、専⽤データベースにアクセスし、24 時間 365 ⽇いつでも瞬時にリスクチェッ
クが可能です。 
 

3. ⾮対⾯での本⼈確認（eKYC）︓お客様⾃⾝の操作により、遠隔での本⼈確認が可能です。場所や⼿段の
制約が不要となるため、お客様の都合に合わせた⾃由度の⾼い取引提案ができるようになります。 
 

4. 強固な電⼦契約対応︓レリーズ本⼈確認で得たマイナンバーカードの IC チップの記録情報やその他の⾝分証
明書の画像データを電⼦契約に活⽤することで、⾝元確認の確実性が向上します。不動産電⼦契約の規定に
定められる事前確認も本⼈確認時の 1 回で済ませることができるため、電⼦契約締結時間が短縮されます。 
 

5. CRM や外部ストレージとの連携︓業務フローに合わせて、CRMや外部ストレージとの連携が可能です。これに
より、業務効率化を最⼤限に⾼めることができるとともに、取得データを⼀元管理することで、個⼈情報をより安
全に取り扱うことが可能になります。（別途、開発が必要な場合あり） 
 

■導⼊メリット 
顧客満⾜度向上 
 これまでの本⼈確認は、⾝分証をスタッフに預ける必要がありましたが、このプロセスには不安感や信頼関係の損失が伴
っていました。レリーズ本⼈確認を導⼊することで、取り扱いは⽬の前で透明に⾏われ、安⼼感を損なうことなく本⼈確認
業務を実現します。さらに、デジタルデータによる企業への提出は「⼈」ではなく「企業」に預けるという信頼感を醸成しま
す。また、⾮対⾯での本⼈確認（eKYC）を活⽤することで、お客様のご都合に合わせた取引対応が可能となりお客さま
の購⼊体験向上を実現します。 
DX 推進の加速 
 これまでの本⼈確認は、アナログな⼿続きの連続で、コピー・スキャン・マスキング・書類保管等の負荷の⼤きい事務作業
を⽣み出し、また紙ベースで個⼈情報の取り扱いを⾏うため、個⼈情報の紛失や流出危険性も⾼まっていました。レリー
ズ本⼈確認の導⼊により、これらの業務を⼤幅に削減し、⽣産性向上、ペーパーレス化を実現します。また、閲覧権限設
定によりデータの持ち出しや流出リスクを低減することもでき、セキュリティ・ガバナンスを強化します。限りある現場リソースの
最適化が可能となり、SDGs 推進にも貢献します。 
 
■オンラインセミナー開催のお知らせ 
レリーズ本⼈確認のリリースを記念して、TRUSTDOCK と共催でオンラインセミナーを開催いたします。マイナンバー時代に
備えておくべき本⼈確認業務の留意点、レリーズ本⼈確認のサービス詳細についてご説明いたします。 
セミナー概要 
・セミナータイトル︓「マイナンバーカード時代の新たな本⼈確認へ 不動産取引への影響と対応策」 
・開催⽇時︓2023 年 6⽉ 26⽇(⽉)14:00~14:50 
・詳細・申込 URL︓https://biz.trustdock.io/seminar/20230626 
 



 

 
 

■お問い合わせ 
機能の詳細やお⾒積りにつきましては、下記の問い合わせフォームよりご連絡ください。 
問い合わせフォーム︓https://release.estate/contact_kyc 
 
 
【GOGEN 株式会社について】 
社名︓GOGEN 株式会社 
代表者︓和⽥浩明、佐々⽊勇⼈ 
所在地︓東京都港区北⻘⼭ 2-14-4 the ARGYLE aoyama 6F 
創業︓2022 年 2 ⽉ 
事業内容︓不動産売買の DX 推進／UX創造に係るサービス等の企画・運営・管理、各種コンサルティング業務  
会社 HP︓http://gogen.jp 
 
 

【本件に関する報道関係者お問合せ】 
GOGEN_PR 事務局 担当 森⼭・東⼭ 

TEL︓03-5572-7334 FAX︓03-5572-6065 
E-mail︓GOGEN@vectorinc.co.jp 

 


